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CNIPA、知財権の質の高い発展を推進するための作業指針 2024 年版を公表 

2024 年 4 月 15 日 

JETRO 香港事務所 

2024 年 4月 10日、国家知識産権局（CNIPA）は、「知的財産権の質の高い発展を

推進するための年度作業指針（2024 年）」（推动知识产权高质量发展年度工作指引

（2024）1）を公表した（成文日は 3月 29日）2。 

本作業指針では 2024 年末までの主要目標として以下の点が挙げられている。 

知的財産権の創造 

知財権の審査の質と効率を引き続き向上、発明専利の平均審査周期を約 15.5 ヵ月

に短縮、商標登録出願の平均審査期間を 4か月のままで安定、等 

知的財産権の応用 

大学・研究機関の未転化な有効専利の目録の完全カバーに努力3、高価値専利の迅

速な転化の実現、知財権担保融資額と恩恵を受ける中小企業数を 10％以上増加、等 

知的財産権の保護 

知財保護制度の更なる改善、海外での知財権紛争に対応するための指導ネットワー

クの充実、知財権保護に対する満足度を高水準に維持、等

知的財産権の管理 

「強省強市」建設の更なる推進、局・省市間の共同作業メカニズムの最適化、知財

権分野に関する中央と地方の財政権限および支出責任の改革を着実に推進、等 

知的財産権のサービス 

知財権公共サービス包摂（普惠）プログラムの深い実施4、全国知財権保護情報プ

ラットフォームの構築、約 10の国家知財権サービス業集合区（集聚区）を新設、等

1 ［原文］https://www.cnipa.gov.cn/art/2024/4/10/art_551_191492.html?xxgkhide=1 
2 昨年度版：JETROレポート「CNIPA、知的財産権の質の高い発展の推進に向けた年度作業指

針を発表」（2023年 3月）https://www.jetro.go.jp/ext_images/world/asia/cn/ip/pdf/report_20230331.pdf 
3 JETROレポート「CNIPAなど 8部門、大学や科学研究機関の専利活用に向けた作業計画を公

表」（2024年 2月）https://www.jetro.go.jp/ext_images/world/asia/cn/ip/pdf/report_20240206.pdf 
4 JETROレポート「CNIPA、2025年までの知財公共サービスに関する実施計画を公表 

」（2023年 9月）https://www.jetro.go.jp/ext_images/world/asia/cn/ip/pdf/report_20230915.pdf 

https://www.cnipa.gov.cn/art/2024/4/10/art_551_191492.html?xxgkhide=1
https://www.jetro.go.jp/ext_images/world/asia/cn/ip/pdf/report_20230331.pdf
https://www.jetro.go.jp/ext_images/world/asia/cn/ip/pdf/report_20240206.pdf
https://www.jetro.go.jp/ext_images/world/asia/cn/ip/pdf/report_20230915.pdf
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そして、それらの目標を達成するための手段として以下が挙げられている。 

➢ 知財権の質の高い発展のための指標について指導的な役割の発揮（知財「十四五」

計画5の指標について年次統計の着実な監視、等） 

➢ 専利の質を高めて専利産業化を促進する指標への志向を強化（非正常出願と悪意

のある商標登録行為を継続的かつ厳格に規制、各地域の専利評価において専利の

質・転化・運用を重視、等） 

➢ 法治保障とマクロ政策供給の強化（改正した「専利法実施細則」と「専利審査指

南」の深い広報・実施、「地理的表示産品保護弁法」と「団体商標、認証商標の登

録及び管理規定」の効果的な実施、「商標審査審理指南」の動態的な改正の継続的

な推進、データ知財権保護規則の建設推進・地方での深い試行、等） 

➢ 知財権運用促進政策の改善（専利転化運用特別計画の深い実施、2024 年推進計画

の制定、「大学および科学研究機関における既存専利の活性化作業計画」の実施 3、

専利産業化推進中小企業成長の実施6、専利開放許諾制度の全面的実施、「科学研

究費助成プロジェクトにおける専利申告制度構築のための実施計画」の実施7、等） 

➢ 知財権保護政策の健全化（「知財権保護の強化に関する意見」及びその推進計画の

深い実施、「知財権保護制度建設実施方案」の検討・発表、国家知財権保護センタ

ーおよび快速権利保護センターの新たな建設、専利紛争の行政裁決と調停方法を

研究・制定、重大な専利権侵害紛争の行政裁決と医薬品専利紛争の早期解決メカ

ニズムの強化、渉外関連の知財権の保護業務強化に関する意見を検討・策定、等） 

➢ 知財権公共サービスの有効性の向上（略） 

➢ 知財権における国際協力と競争の調整（意匠法条約や知財権と遺伝資源に関する

外交会議の協議に積極的に参加して多国間ルールの制定・改善に幅広く参与、等） 

➢ 知財権の質の高い発展に関する統計監視の改善（略） 

➢ 知財権に関する統計のモニタリングと公表の強化（略）        

（以上） 

 
5 ［原文］https://www.gov.cn/zhengce/content/2021-10/28/content_5647274.htm 
6 JETROレポート「CNIPAなど 6部門、科研費助成プロジェクトの専利活用に向けた実施計画

を公表」（2024年 1月）https://www.jetro.go.jp/ext_images/world/asia/cn/ip/pdf/report_20240124.pdf 
7 JETROレポート「CNIPAなど 5部門、専利産業化を通じて中小企業を成長促進させる実施方

案を公表」（2024年 3月）https://www.jetro.go.jp/ext_images/world/asia/cn/ip/pdf/report_20240320.pdf 

https://www.gov.cn/zhengce/content/2021-10/28/content_5647274.htm
https://www.jetro.go.jp/ext_images/world/asia/cn/ip/pdf/report_20240124.pdf
https://www.jetro.go.jp/ext_images/world/asia/cn/ip/pdf/report_20240320.pdf

